
平成28年静月7圏

南島原市子ども夢劇場

市内の小学生に生の演劇を鑑賞してもらうことで、芸能や文化の素
晴らしさを感じてもらったり、自分の夢に向かって心豊かにたくまし
く生きてい《力を身につけさせること、また、近年、社会問題になっ
ている青少年の『心の欠如』等の問題に対応すべく、青少年の『心の
教育」の充実を図るために開催します。

圏10月18日因14:00~(75 分) 布津地区 (世紀の泉)
圏10月 19日困 14:00~(75 分) 有家地区 (ありえコレジョホール)
園10月20日困14:00~(75 分) 西有家地区 (西有家小学校体育館)
圏10月21日歯14:15~(75 分) 深江地区 (深江小学校体育館)
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担当部署教育委員会生涯学習課 担当者 細波 雄大
直 通 050 ‐3381 ‐5082 E mail y.saiha@city.minamishimabara一g・」P
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上演にあたって

‐Fどもたちは、空想の世界を遊ぶことや、冒険が大好きです 1
時には空を飛んだり、悪者を倒すヒーローになったり、お姫様になったり、海を自由に航海したり…
子どもたちのイマジネーションは無限です かつて私たち大人が了どもだった頃と同じように…

以前、rどもたちの前で数十年前の子どもの頃の話をする機会がありました。野山をかけまわり、山の亡

にある小学校から木のっるを伝ってターザンのように舞い降り家に帰っていたと話すと、今まで静かに聞い
ていた小 3の男の丁・が突然、そこに連れていって :とロをキラキラさせて叫んだのです。

たぶん彼の中に、見たことはないけどその風景が拡がっていったのでしょう。あの1隊の輝きを今も忘れま
せんc

子どもたちは、現実と空想を行ったり来たりしながらゆっくりと成長していきます。友達と空想をめぐらし
ながら遊び、より楽しく遊ぶためにルールを作りながら和子とのコミュニケーションを一′1:懸命計ろうとしま

す。その事,は、F-分を知り、他人を理解する事にもつながり、人間形成の上でも大きな影響をもたらしていく
のだと思います。しかし、現代の了・どもたちにおいて、想像や空想をめぐらす空間やその時間に浸る機会
は、どれだけ保障されているのでしょうか?

このお芝居は、主人公ヒロの空想力が大活躍します。観ている了‐どもたちも主人公と一緒に空想の世界
を思いっきり遊び、ー射nへの希望に胸を膨らませてもらえたらと思います。

子どものいるとこどこへでもとんでいく

劇団紹介
劇団風の子九州は、1985年劇団風の子より独立して誕生した、九州の福岡に本拠地を置く児童青少年演劇の専門職業
劇団てす。“子どものいるところ、どこへでもとんでいく"を合言葉に、九州・沖縄各地の街中や山間部の集落、点在する離
島を駆け回ってきました。
90 年からは国内だけでなく、韓国・中国・インドネシア・パキスタン・インド・オーストラリアなと、アジアを中心に海外公
演にも出かけ、多くの人たちとの交流を深めてきています。
2002年からは 韓国の劇団サダリとの合同公演『マンナム」を創L」上潤してきました。アシテジ (国際児童青少年演患サ協
会)の国際フェスティバルinソウルでは日本代表としても参加しました。
2015年には、劇団創立30周年を迎えることができました。これからも地域で、“子どもたちと共に未来を創る劇団"とし
て、従来の演劇様式にこだわらず、遊びや日常生活の中から、新しい創造と表現の世界を追求し広げていきたいと思ってい
ます。

◆日本児童・青少年演劇劇団協同組合加盟 ◆全国児童・青少年演劇協議会加盟 ◆アシテジ (国際児童青少年演劇協会) 加盟

〒814‐0002福岡市早良区西新 5丁目5‐13
TEL O92‐841‐7889 FAX O92‐841‐7896
httP:/ソWww.kazenol{o-kyushu.orjP

E-mail:info@kazenoko.kyushu.orjp


